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（仮称）外房行政サービスセンターは
千倉支所敷地内に

教育の日行事
平成22年度　南房総市決算報告
高齢者の生活を支える地域包括支援センター
放射能量測定結果（水道水・海水・土壌）

南房総あったかハートプロジェクト

義援金1156万7883円
商工業者の皆さんを緊急支援します
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笳

笆
「里山の秋」
横山　武さん

（13頁に紹介記事）

表紙作品を募集しています
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南
房
総
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
義
援
金

1
1
5
6
万
7
8
8
3
円

「
宿
泊
す
る
と
義
援
金
」
と
い
う
市
内

宿
泊
業
者
の
取
り
組
み
に
、
市
と
商
工
業

者
が
連
携
し
、「
地
域
ぐ
る
み
復
興
支
援
商

品
券
」
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
「
あ
っ
た

か
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
４
月
28
日

か
ら
８
月
31
日
ま
で
、
５
万
人
の
宿
泊
賛

同
者
を
目
標
に
実
施
し
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
宿
泊
者
数
は

半
数
程
度
と
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
宿

泊
し
た
人
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な
形
で
復

興
支
援
の
お
手
伝
い
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た

声
を
頂
き
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
被
災

地
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
あ
っ
た
か
ハ

ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
も
宿
泊
者
か
ら
頂
い

て
お
り
、
南
房
総
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

震
災
後
の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
ン
セ
ル
数

の
多
さ
は
、
宿
泊
業
者
に
と
っ
て
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
で
あ
り
、
が

く
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
な
か
で
、
観
光
地
と
し
て
何
が
で
き
、

何
を
す
べ
き
か
考
え
、「
お
客
様
に
宿
泊
し

て
頂
く
こ
と
で
義
援
金
を
捻
出
し
、
復
興

支
援
」「
商
品
券
で
、
消
費
の
落
ち
込
ん
で

い
る
商
工
業
者
の
活
性
化
」
と
い
う
地
域

ぐ
る
み
の
強
い
想
い
が
実
現
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。

プロジェクト協力店に
掲げられたフラッグ

プロジェクトのロゴマーク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

宿
泊
プ
ラ
ン
参
加
宿

１
１
７
軒
（
市
内
宿
泊
施
設
）

商
品
券
取
扱
店
舗

２
２
７
店
舗
（
市
内
店
舗
）

商
品
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

宿
泊
者
１
人
当
た
り
２
０
０
０
円

義
援
金

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
の
義

援
金
に
な
り
ま
す
。

①
宿
泊
業
者

・
１
万
円
以
上
の
宿
泊
料
か
ら

１
人
当
た
り
１
０
０
０
円

・
１
万
円
未
満
の
宿
泊
料
か
ら

１
人
当
た
り
５
０
０
円

②
商
工
業
者

商
品
券
換
金
手
数
料
（
２
％
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績

あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
プ
ラ
ン
宿
泊
人
数

１
万
９
５
１
９
人

参
加
宿
か
ら
の
義
援
金

１
０
６
７
万
円

商
品
券
換
金
手
数
料
（
２
％
）
義
援
金

75
万
９
９
６
０
円

設
置
募
金
箱
か
ら
の
義
援
金

13
万
７
９
２
３
円

あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
３
３
２
枚

観
光
協
会
　

蕁
28
―
５
３
０
７

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

蕁
33
―
１
０
９
１

問

2 2011年10月号

市市市市
内内内内
宿宿宿宿
泊泊泊泊
業業業業
者者者者
とととと
商商商商
工工工工
業業業業
者者者者
のののの
「「「「
ああああ
んんんん
とととと
かかかか
しししし
たたたた
いいいい
とととと
いいいい
うううう
想想想想
いいいい
」」」」
がががが
「「「「
カカカカ
タタタタ
チチチチ
」」」」
にににに



宿泊者から被災地へ向けた あったかハートメッセージ

32011年10月号

商
工
業
者
の
皆
さ
ん
を
緊
急
支
援
し
ま
す

商
工
業
者
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
、
既

存
の
事
業
所
や
機
械
設
備
の
改
修
・
更
新

費
用
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

11
月
１
日
（
火
）
か
ら

11
月
18
日
（
金
）
ま
で

対
象
者

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
商
工

業
者

①
２
年
以
上
市
内
で
事
業
実
績
が
あ

り
、
引
き
続
き
市
内
で
事
業
活
動
が

見
込
ま
れ
る
商
工
業
者

②
法
人
は
、
市
内
に
本
店
が
あ
る
こ
と

個
人
事
業
者
は
、
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
る
こ
と

③
最
近
３
か
月
ま
た
は
６
か
月
間
の
売

上
高
が
、
直
近
２
年
間
の
い
ず
れ
か

の
同
期
と
比
べ
て
10
％
以
上
減
少
し

て
い
る
こ
と

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

対
象
事
業

①
既
存
の
営
業
所
、
事
務
所
、
工
場
ま
た

は
事
業
場
の
改
修
工
事

市
内
事
業
者（
本
社
・
本
店
を
有
す
る
）

が
施
工
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

・
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
市
内

に
あ
る
建
物
な
ど
で
屋
根
、
内
装
、

外
装
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど

・
間
取
り
変
更
な
ど
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
、
節
電
エ
コ
対
応
な
ど

・
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
お
も
て
な

し
対
応
へ
の
改
修
な
ど

※
建
物
の
新
築
、
車
庫
の
改
修
、
物
置

や
門
扉
・
造
園
な
ど
の
外
構
工
事
は

補
助
対
象
外
で
す
。

②
既
存
の
機
械
設
備
の
改
修
・
更
新

市
内
事
業
者
（
本
社
・
本
店
を
有
す

る
）
が
改
修
、
更
新
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
ま
す
。

・
す
で
に
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い

る
市
内
に
あ
る
機
械
設
備
の
改
修
、

買
い
替
え
な
ど

・
固
定
資
産
税
の
減
価
償
却
資
産
に
計

上
す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
（
概

ね
取
得
額
が
10
万
円
以
上
）

※
家
具
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製
品
な

ど
持
ち
運
び
が
可
能
な
物
品
、
車
両

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内

補
助
限
度
額

５
０
０
万
円

※
補
助
対
象
経
費
50
万
円
以
上
（
補
助

金
15
万
円
以
上
）
の
事
業
が
該
当
に

な
り
ま
す
。

申
請
方
法

事
業
実
施
計
画
認
定
申
請
書

に
次
の
書
類
を
添
付
し
、
受
付
期
間
内

に
商
工
観
光
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

添
付
書
類

事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
計

画
書
・
経
営
計
画
書
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
・
完
納
証
明
書
・
図
面
お
よ
び
見
積

書
・
そ
の
他
事
業
内
容
の
説
明
資
料
な
ど

商
工
観
光
課
　
蕁
33
―
１
０
９
２

問

事
業
所
な
ど
の
改
修
工
事
、
機
械
設
備
の
改
修
・
更
新
に
最
高
５
０
０
万
円
ま
で
補
助



業　務　内　容 本庁 

※１　受け付けのみ行います。 
※２　申請や届出の受け付けは行いますが、保険証は本庁から郵送します。 
×の業務は、本庁または千倉支所で手続きしてください。 

本庁と支所の主な取り扱い業務 

千倉 
支所 

支所 
（千倉支所 
を除く） 

戸籍、住民票、外国人登録原票記載
事項証明書、市税の証明書の交付 

国民健康保険、国民年金、後期高齢
者医療に関する届出 

市税、介護・後期高齢者医療保険料
などの収納 

印鑑登録の受け付けおよび証明書
の交付 

戸籍の届出、転入・転居・転出の届出 

介護保険・福祉に関する申請および届出 

各種保険証などの新規発行・再発行 

原動機付自転車などの登録・廃車 

住宅用家屋証明書、地番図の閲覧 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 
※１ 

○ 
※１ 

○ 
※１ 

○ 
※2

× 

× 

4 2011年10月号

（
仮
称
）
外
房
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は

千
倉
支
所
敷
地
内
に

（
仮
称
）
外
房
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
千
倉
保
健
セ
ン
タ

ー
に
集
約
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
災
害
時
に
果

た
す
べ
き
行
政
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
、
安
全

性
を
考
慮
し
、
改
め
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

千
倉
支
所
の
敷
地
内
に
、（
仮
称
）
外
房
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
（
市
議
会
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
設
計
業
務
に
対
す
る
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
）。

千
倉
支
所
は
解
体
撤
去
し
、
別
棟
は
引
き

続
き
有
効
利
用
し
ま
す
。

地
域
交
通
の
結
び
つ
き
を
作
る
た
め
、
駐

車
場
を
整
備
し
ま
す
。

敷
地
内
に
あ
る
第
５
支
団
第
１
分
団
の
消

防
団
詰
所
は
、
健
田
小
学
校
付
近
に
移
転
し

ま
す
。

10
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
支
所
の
業
務
を

変
更
し
ま
し
た
。
主
な
取
り
扱
い
業
務
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

行
政
改
革
推
進
室
　
蕁
33
│
１
０
３
１

問

公
共
施
設
再
編

コメリ 

千倉図書館 

JA千倉支店 

国道410号 

至  和田・鴨川方面 至  白浜方面 

至  館山市 

至  JR千倉駅 

千倉保健 
センター 

千倉支所 

支
所
の
業
務
を
変
更
し
ま
し
た

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
保

健
福
祉
部
は
三
芳
支
所
内
に
移
転
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
内
房
支
所
と
三
芳
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
１
階
に
移
転
し
ま
し
た
。



教
育
の
大
切
さ
や
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
が
主
体
と
な

っ
て
考
え
、
教
育
が
充
実
し
た
市
を
築
く

日
と
し
て
、
毎
年
11
月
の
第
３
土
曜
日
を

「
南
房
総
市
教
育
の
日
」
と
定
め
て
い
ま

す
。今

年
は
「
地
域
を
つ
な
ぐ
　
確
か
な
ち

か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
１
日
（
火
）

か
ら
11
月
20
日
（
日
）
ま
で
を
、「
南
房

総
市
教
育
の
日
」
強
調
期
間
と
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
な
ど
の
中
央
行
事
を
は
じ

め
、
授
業
公
開
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、

文
化
祭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
行
事
を

各
地
区
で
行
い
ま
す
。
今
年
の
中
央
行
事

は
、
人
権
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

機
会
と
す
る
た
め
、
地
域
人
権
啓
発
活
動

活
性
化
事
業
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
Ｉ

Ｎ
南
房
総
」
と
同
時
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
し
て
、
南
房
総
市

の
教
育
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

11
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
15
分
ま
で

と
こ
ろ

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

内
容

・
式
典

教
育
功
労
表
彰
、
人
権
作
文
表

彰
・
朗
読

・
記
念
講
演

講
師

落
合
恵
子
さ
ん

（
作
家
・
東
京
家
政
大
学
人
間
文
化

研
究
所
特
任
教
授
）

テ
ー
マ

あ
な
た
が
輝
く
と
き

〜
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
社
会
を
〜

・
舞
踊
公
演

荻
野
流
「
若
荻
会
」
に
よ

る
踊
り
の
披
露

定
員

８
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料

無
料

そ
の
他

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

教
育
総
務
課
　
蕁
46
―
２
９
６
１
　
　

市
民
課
　
　

蕁
33
―
１
０
５
１

問

落合
おちあい

恵子
けい こ

さん

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
５
年
　
栃
木
県
生
ま
れ

執
筆
と
並
行
し
て
、
東
京
表
参
道
、
大

阪
江
坂

え
さ
か

で
子
ど
も
の
本
の
専
門
店
ク
レ
ヨ

ン
ハ
ウ
ス
、
女
性
の
本
の
専
門
店
ミ
ズ
・

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
主
宰
。

総
合
保
育
雑
誌
『
月
刊
ク
ー
ヨ
ン
』
発

行
人
。
社
会
構
造
的
に
「
声
の
小
さ
い
側

の
声
」
の
人
権
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

著
書在

宅
で
７
年
間
、
母
親
を
介
護
し
た

日
々
を
描
い
た
『
母
に
歌
う
子
守
唄
…
…

わ
た
し
の
介
護
日
誌
』、『
母
に
歌
う
子
守

唄
…
…
わ
た
し
の
介
護
日
誌
、
そ
の
後
』

（
朝
日
新
聞
社
）。

死
に
急
ぐ
子
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
崖
っ

ぷ
ち
に
立
つ
あ
な
た
に
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ

ア
新
書
）。

疲
れ
た
大
人
に
も
絵
本
を
と
い
う
視
点

か
ら
の
絵
本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
絵
本
処
方

箋
』（
朝
日
新
聞
社
）、『「
孤
独
の
力
」
を

抱
き
し
め
て
』（
小
学
館
）
な
ど
多
数
。

52011年10月号

地
域
を
つ
な
ぐ
　
確
か
な
ち
か
ら

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
IN
南
房
総

11
月
１
日
（
火
）
か
ら
11
月
20
日
（
日
）
は

「
南
房
総
市
教
育
の
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教育総務課　蕁46－2961問教育の日　学校教育行事

各小中学校で、授業公開、ミニ集会、音楽発表会、児童・生徒・保護者・地域の皆さんの参加による学習発表や、
ふれあい学習などを行います。
※日程の都合上、「教育の日」強調期間外に開催される行事もあります。

＜中学校＞ 

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容 

富 山 中 学 校  

三 芳 中 学 校  

白 浜 中 学 校  

千 倉 中 学 校  

丸 山 中 学 校  

富 浦 中 学 校  

10月27日（木） 

11月　4日（金） 

10月25日（火） 

10月27日（木） 

11月　4日（金） 

11月14日（月） 

10月28日（金） 

10月28日（金） 

10月27日（木） 

10月27日（木） 

10月25日（火） 

13：30～16：00 
体育館 

13：20～15：30 
中学校ほか 

14:00～16:00 
体育館 

11:00～15:30 
富山公民館 

8：30～15：10 
各教室 

15：10～16：30 
三芳農村環境 
改善センター 

9：00～12：30 
各教室 

11：15～15：00 
体育館 

9：30～15：50 
各教室 

16：00～17：00 
体育館 

・実技指導　 
　「大葉わかめを使用した新メニュー開発」 
・講演会　テーマ｢夢の実現｣ 
　実技指導および講師　 
　料理研究家　川上文代さん（ＮＨＫテレビ
　にも出演） 

・地域で文化活動をしている「まちの先生」
　を講師に、学校では学べないさまざまな
　文化活動を体験 

・講演会「私の音楽生活に大きな影響を与えた
　安房の風土・教育」 
　講師　松平直子さん（ミュージシャン） 
　※小・中学校合同開催 

教育ミニ集会 

合唱コンクール 

カルチャー講座 

教育ミニ集会 
家庭教育学級 

校内文化祭 

フリー参観 

教育ミニ集会 

校内文化祭 

校内文化祭 

校内文化祭 

教育ミニ集会 

13：30～13：50 
調理室 

14：00～15：00 
体育館 

・各学年、クラスによる合唱発表 
・老人会の人たちとの合同合唱 

・伝統舞踊「里見八犬伝」2年生による発表 
・合唱祭 
・英語スピーチ、吹奏楽部発表 
・作品展示 

・校内合唱コンクール 
・ブラスバンド部発表（県吹奏楽コンクール 
　金賞受賞） 
・老人会の人たちとの合同合唱 
・生徒有志による発表 
・英語スピーチ発表 

・吹奏楽部の発表 
・英語スピーチ発表 
・校内合唱コンクール 
・千倉町内コーラス発表 

・カルチャー講座 
・合唱コンクール 
・生徒作品の展示 

・ミニ集会 
　テーマ「丸山の子どもたちを育てよう」 

・講演会「家庭でのしつけについて」 
　講師　千葉大学大学院講師　星　幸広さん 

・各学年の授業公開 

地域の皆さんの参加・来校をお待ちしています
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＜中学校＞ 

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容 

校内合唱祭 10月28日（金） 

11月15日（火） 

13：00～16：00 
体育館 

11:30～12:20 
1・2年生の教室 

13:20～14:40 
体育館 

14:45～15:30 
体育館 

・生徒の歌声活動発表 
　（保護者、地域の人への発表） 

 

 
 
 
 

和 田 中 学 校  

＜小学校・幼稚園＞ 

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容 

10月29日（土） 

11月　2日（水） 

11月16日（水） 

8：25～10：00 
各教室 

10：10～11：40 
校庭 

13：30～13：40 
体育館 

13：50～15：10 
体育館 

14：30～14：40 
体育館 

8：20～15：15 
各教室･体育館 

9：00～16：30 
校庭･体育館･ 
各教室 

児童･保護者･地域の人との交流 
（閉校行事の一環） 
<みる> 
・平群をテーマに絵画・工作の展示 
・県立美術館の作品をもとに学芸員による
　ギャラリートーク 
<つくる> 
・児童が栽培した農作物を地域の人と調理、
　試食 
・地域の人と昔の遊びを中心に創作活動 
<かたる> 
・平群小今昔話として各代表によるトーク 
<つなぐ> 
・地域の人と児童、職員による平群ばやし 
　（お祭り）の実施 

富 浦 小 学 校  

岩 井 小 学 校  

平 群 小 学 校  

学校・家庭・
地域の輪 

1日オープン
の日 
（フリー参観） 

・各学級授業公開 

・ドッジボール大会 

・3・4年生児童による発表（音楽） 

・ＰＴＡバザー 

・富浦学園による発表 

・各学級授業公開 
・音楽会壮行会 

地域との関連

を深める防災

教育公開事業 

教育ミニ集会 

※講師の都合に 
　より変更の可 
　能性あり 

・公開授業　「防災関係の授業展開」 

・講演会　テーマ「防災について」 

・ミニ集会　テーマ「地域防災を考える」 

平群フェスタ 

こんじゃく 
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＜小学校・幼稚園＞ 

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容 

授業公開 

教育ミニ集会 

児童集会 

喫煙防止教室 

地域・家族参観日 

家族参観日 

教育ミニ集会 

避難訓練 

教育ミニ集会 

学習発表会 

南っ子祭 

校内絵画展 

11月14日（月） 

11月14日（月） 

11月　7日（月） 

11月16日（水） 

11月18日（金） 

11月19日（土） 

11月　4日（金） 

11月19日（土） 

10月29日（土） 

11月　8日（火) 
 

11月14日（月) 
～ 

11月18日（金)

13：55～14：40 
各教室 

15：10～16：30 
三芳農村環境 
改善センター 

10：00～11：00 
体育館 

13：30～14：30 
視聴覚室 

13：00～13：45 
各教室 

13：15～14：00 
各教室 

14：10～14：25 
体育館 

14：30～15：30 
体育館 

10：05～15：00 
体育館 

10：05～10：25 
各教室 

12：05～13：25 
家庭科室 

13：30～14：30 
体育館 

14:40～15:00 
校庭 

13：15～14：15 
体育館 

14：30～15：30 
体育館 

15：45～16：15 
各教室 

10：30～11：30 
各教室･体育館 

8：35～14：30 
各教室･体育館 

10：00～10：15 
体育館 

・各学級授業公開 

・保育参観 

・授業参観 

・音楽発表会 

・講演会「感染症の予防について」 
　講師　七浦診療所　院長　田中かつらさん 

・音楽発表会 

・保育･授業参観 

・昼食　ふれあいタイム 

・園児･児童引き渡し訓練 

・講演会「子どもの健康と安全を考える」 
　講師　松永醫院　院長　松永平太さん 

・児童の音楽発表（幼稚園･小学校） 

・学級懇談会 

・児童の音楽発表 
・親子ふれあい体験教室 

・児童の音楽発表 

・授業で取り組んだ絵画作品展示 
　（学習の成果発表） 

 
 
 
 

三 芳 小 学 校  

白 浜 小 学 校  
白 浜 幼 稚 園  

 
七 浦 小 学 校  
七 浦 幼 稚 園  

朝 夷 小 学 校  

健 田 小 学 校  

南 小 学 校  

忽 戸 小 学 校  
忽 戸 幼 稚 園  

丸 小 学 校  
8：00～15：10 
各教室前廊下 

ミニ音楽集会 

・幼稚園・小学校・地域・保護者を交え
　た音楽発表会 

・講演会「私の音楽生活に大きな影響を
　与えた安房の風土・教育」 
　講師　松平直子さん（ミュージシャン） 
　※小・中学校合同開催　 

・喫煙の害について講師を招き学習 
　（5･6年生） 

・講演「腸にすむ細菌と健康とのかかわり」 
　講師  千葉県ヤクルト  管理栄養士  原　喜子さん 

・児童の音楽発表 
・総合や教科の学習発表 
・年齢の違う児童や保護者参観による交流 

 

い いん 
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＜小学校・幼稚園＞ 

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容 

和田っ子フェスタ 

ＰＴＡバザー 

音楽発表会 

教育ミニ集会 
家庭教育学級 

喫煙防止教室 

南三原小フェスタ 

10月22日（土） 

10月22日（土） 

11月　7日（月） 

11月　7日（月） 

11月16日（水） 

11月19日（土) 
 

9：35～11：45 
各教室 

14：15～15：15 
体育館 

8：30～12：00 
各教室、体育館 

13：50～14：15 
体育館 

14：30～15：30 
体育館 

13：35～14：20 
体育館 

・喫煙の害について講師を招き学習 
　（5･6年生） 

・各学年で工夫を凝らした学習の成果発表 
　および成果品の展示 

和 田 小 学 校  

南三原小学校 

＜その他関連行事＞ 

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容 

ドルフィンピック 11月　6日（日） 

11月13日（日） 

11月20日（日） 

9：00～15：00 
千倉総合運動公園 

8：30～17：00 
千倉総合運動公園 
千倉中学校･忽戸小学校 

13：00～ 
丸山中学校 

スポーツクラブ
ドルフィン 

南房総市体育
指導委員連絡
協議会 

千倉地区親善 
ソフトボール大会 

第6回南房総市 
軽スポーツ大会 

・講演会｢つなごう命･牧場からのメッセージ｣ 
　講師　館山市須藤牧場　須藤陽子さん 

・子どもから大人までみんなでできる軽ス
　ポーツ大会　縄跳び･グラウンドゴルフ･
　玉入れほか　 

・ソフトボール大会 
　【参加条件】男子45歳以上2人、女子
　2人が常に出場すること 

・ソフトバレーボール･グラウンドゴルフ 
　各地区（旧町村）からの選抜選手による
　地区対抗戦 

・各学年での学習内容を生かした出店をし、 
　保護者・地域住民と交流 

・品物や食物の販売　 
・ゲームを行い保護者や地域住民と交流 

・音楽発表会での演奏を在校生や保護者・ 
　地域住民に公開 

生涯学習課　蕁 44－3381問 

＜生涯学習行事＞ 

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容 

第2回南房総市 
文化フェスティバル 

【展示部門】 
11月5日（土) 
11月6日（日)

11月　3日（木） 

【芸能部門】 
11月12日（土） 
11月13日（日） 

6：00～16：30 
和田浦海岸～ 
岩井海岸　　 

南房総市文化 
協会 

南房総ロングハ 
イキング 
～房総半島横断・朝 
日と夕日を見よう～ 

・文化協会加盟サークルなどの作品展示 
　絵画･掛軸･書道･俳句･生け花など 

・文化協会加盟サークルなどの芸能発表 
　民謡･詩吟･踊り･カラオケなど 

・ロングハイキング 
和田浦海岸で朝日を見て、岩井海岸で夕日
を見る、太陽とともに房総半島を横断する
約25キロを歩くロングハイキング 

丸山公民館　蕁 46－4031問 

丸山公民館 

開催時間未定 
丸山公民館･三
芳農村環境改善
センター 

開催時間未定 
白浜フローラル
ホール 
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（単位：円,％） 

区　　　　　分 予算現額 繰越事業費 
繰越財源 

差引残額 

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

後期高齢者医療特別会計 

介 護 保 険 特 別 会 計  

滝田財産区特別会計  

北三原財産区特別会計 

南三原財産区特別会計 

公共用地取得事業特別会計 

合　　　　　　計 

25,834,399,000 

6,331,709,000 

51,404,000 

489,854,000 

4,232,775,000 

831,000 

2,000 

9,000 

5,303,000 

36,946,286,000

25,448,366,190 

6,454,483,063 

42,210,696 

484,679,424 

4,173,971,753 

831,591 

1,251 

8,792 

5,302,686 

36,609,855,446

98.5  

101.9 

82.1  

98.9  

98.6  

100.1 

62.6  

97.7  

100.0 

99.1

歳入決算額 

金　　額 収入率 

24,186,179,413 

6,137,188,703 

42,210,696 

482,142,624 

4,164,048,789 

167,101 

0 

0 

5,302,686 

35,017,240,012

212,879,077 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

212,879,077

1,049,307,700 

317,294,360 

0 

2,536,800 

9,922,964 

664,490 

1,251 

8,792 

0 

1,379,736,357

93.6  

96.9  

82.1  

98.4  

98.4  

20.1  

0.0  

0.0  

100.0 

94.8 

歳出決算額 

金　　額 執行率 

地方交付税 
　42.7％ 

市債  
14.3％ 

教育費 
14.4％ 

衛生費 
12.8％ 

公債費 
13.3％ 

平成22年度　南房総市決算報告
平成22年度決算が、9月の定例議会で認定されました｡道路、福祉、教育など、市民生活に関わりの深い

一般会計を中心にお知らせします｡一般会計の平成22年度決算は、歳入254億4,836万6千円、歳出241
億8,617万9千円で、前年度比で歳入歳出ともに8.4%減となりました｡

一般会計決算

市税は、39億9,311万5千円で、6,835万円（1.7%）の減となりました｡前年度と比べ、固定資産税と軽自動車
税が若干増加しましたが、市民税、たばこ税などの減少が上回り、全体としては減となりました｡
地方交付税は、108億5,522万8千円で、前年度比12億2,245万9千円（12.7％）の増となっています｡

（単位：千円,％） 

市 税  
地 方 譲 与 税  
地 方 消 費 税 交 付 金  
地 方 交 付 税  
分 担 金 及 び 負 担 金  
使 用 料 及 び 手 数 料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
その他(自動車取得税交付金・地方特例交付金など) 

歳　入　合　計 

3,993,115 
228,445 
388,288 

10,855,228 
169,949 
325,433 

2,616,587 
1,015,556 
256,818 

1,380,124 
319,329 

3,642,700 
256,794 

25,448,366

区　　　　分 決算額 
△ 1.7 
△ 2.4 
△ 0.2 
12.7 
31.3 
△ 3.0 
△ 41.1 
16.2 
15.2 
35.7 
4.5 

△ 38.2 
9.7 

△ 8.4

対前年比 
 

地方交付税 
　42.7％ 

市債  
14.3％ 

教育費 
14.4％ 

衛生費 
12.8％ 

公債費 
13.3％ 

市税 
15.7％ 

地方交付税地方交付税 
　42.742.7％ 
地方交付税 
　42.7％ 

分担金及び負担金   0.7％ 

使用料及び 
手数料  1.3％ 

国庫支出金 
10.3％ 

県支出金  4.0％ 

地方譲与税 
0.9％ 

地方消費税 
交付金 
1.5％ 繰入金 1.0％ 

繰越金 5.4％ 

諸収入 1.3％ 市債市債    
14.314.3％ 
市債  
14.3％  

その他0.9％ 

教育費 
14.4％ 

衛生費 
12.8％ 

公債費 
13.3％ 

歳
入

経常的経費のうち、義務的経費（人件費、扶助費、公債費）については、人件費7,710万7千円（1.7%）の減

に対し、扶助費3億8,049万6千円（25.8%）、公債費3億1,274万9千円（10.8%）の増がそれを上回り、前年

度に比べ、6億1,613万8千円（6.9%）の増となりました｡

投資的経費のうち、普通建設事業については、光ファイバー網整備事業、給食センター建設事業、白浜中学校改

築事業などの実施により、前年度比6億6,515万円（20.6%）の大幅増となりました｡

地方交付税 
　42.7％ 

市債  
14.3％ 

総務費 
17.5％ 

農林水産業費 
2.9％ 

商工費 2.9％ 
土木費 3.2％ 

消防費 4.0％ 

教育費教育費 
14.414.4％ 
教育費 
14.4％ 

民生費 
18.2％ 

衛生費衛生費 
12.812.8％ 
衛生費 
12.8％ 

災害復旧費 
0.3％ 

公債費公債費 
13.313.3％ 
公債費 
13.3％ 

議会費 0.8％ 
諸支出金  9.7％ 

（単位：千円,％） 

議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
農 林 水 産 業 費  
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
災 害 復 旧 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  

歳  出  合  計 

200,254 
4,233,362 
4,407,361 
3,087,371 
702,058 
689,416 
785,632 
974,962 

3,473,841 
79,414 

3,204,634 
2,347,874 
24,186,179

区　　　　分 支出済額 
△ 7.4 
△ 55.9 
13.0 
34.0 
11.4 
21.1 
△12.1 
0.4 
6.5 

1,594.6 
10.8 
105.0 
△ 8.4

対前年比 

地方交付税 
　42.7％ 

市債  
14.3％ 

教育費 
14.4％ 

衛生費 
12.8％ 

公債費 
13.3％ 

歳
出
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平成23年度　南房総市一般会計補正予算

○地域情報通信基盤整備推進交付金事業（光ファイバー網整備）

○富浦小学校校舎棟耐震補強工事
○白浜中学校改築事業
○富浦中学校屋内運動場耐震補強工事
○学校給食センター建設事業

一般会計補正予算（第4号）補正予算第4号が市議会9月定例会で可決され、歳入と歳出にそれぞれ7,191万円を追加し、

歳入歳出予算の総額は、214億8,705万2千円となりました｡職員人件費など1億102万1千円の減額や、（仮称）外房行

政サービスセンターの建設予定地変更による設計業務1,500万円の追加、白浜地区における地域密着型小規模多機能居宅

介護事業所の開設に対する補助金3,540万円の追加、商工業の活性化を図るための緊急支援2,000万円の追加、市道改良

事業3,900万円の追加、防災マップの作成など災害対策1,008万2千円の追加が主なものです｡

平成21年4月に「地方公共団体の財政の健全化に
関する法律」が施行されました｡

平成22年度の主な事業

■土地
■建物
■基金（積立金）

403万6,279㎡
21万4,573㎡

147億2,232万2千円

市有財産現在高の状況

区　　分

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

収入済額

1,625,286

2,030,858

100,047

192,720

44,204

徴収率

93.6

89.2

93.9

100.0

98.4

市税の徴収実績 （単位：千円,％）

収益的収入

及び支出

資本的収入

及び支出

収入

支出

収入

支出

水道会計

1,525,426 

1,393,166

181,440

746,850

国保病院会計

（単位：千円）

一 般 会 計

公共用地取得事業特別会計

29,362,512

20,558

市債現在高の状況

公営企業会計決算

（単位：千円）

項　目

普通会計

（単位：千円）公営企業会計

※入湯税は、温泉組合補助金や観光協会補助金などに使わ
れています。温泉郷活性化基金への積み立ても行ってい
ます。

国保病院事業会計に係る資金不足比率 

⑤ 資金不足比率 20.0%－ 

比率名 平成22年度 経営健全化基準 
 

水道事業会計に係る資金不足比率 

⑤ 資金不足比率 20.0%－ 

比率名 平成22年度 経営健全化基準 

地方交付税 
　42.7％ 

市債  
14.3％ 

教育費 
14.4％ 

衛生費 
12.8％ 

公債費 
13.3％ 

健全化判断比率 

① 実質赤字比率 
② 連結実質赤字比率 
③ 実質公債費比率 
④ 将来負担比率 

12.69% 
17.69% 
25.0% 
350.0%

－ 
－ 

10.4% 
32.0%

比率名 平成22年度 早期健全化基準 

地方交付税 
　42.7％ 

市債  
14.3％ 

教育費 
14.4％ 

衛生費 
12.8％ 

公債費 
13.3％ 

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

2,843,642

268,080

この法律は、地方公共団体の財政の健全化に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全
化および財政の再生などに必要な行財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の財政の健全化に資すること
を目的としています｡
公表するのは、上記のとおり①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率（以
下「健全化判断比率」）の4指標と⑤資金不足比率です｡
健全化判断比率のうち1つでも早期健全化基準以上となった場合は財政健全化計画を、資金不足比率が経営健
全化基準以上となった場合は経営健全化計画を定める必要があります｡
平成22年度の決算に基づき算定された南房総市の健全化判断比率および資金不足比率は、すべて基準を下回り
ました｡

567,127

527,114

69,229

52,659 

6億4,781万1千円
2億1,990万2千円
4億7,703万7千円
1億952万7千円

7億6,833万6千円

財政課　蕁 33－1022問



12 2011年10月号　

南
房
総
市
は
高
齢
者
率
が
36
％
。
ま
さ

に
高
齢
先
進
地
域
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
は
支
援
が
必
要
な
弱

い
存
在
と
考
え
る
の
も
、
今
は
昔
。
最
近

の
高
齢
者
は
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
趣
味
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
全
力
投
球
。

「
若
い
者
に
は
負
け
ん
」
と
汗
を
流
し
て

い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。こ

れ
は
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ご

高
齢
の
人
は
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
元
気

な
人
が
多
い
の
で
す
。

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

高
齢
者
率
36
％
の
衝
撃

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

発
想
の
転
換
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

狩
猟
時
代
の
大
昔
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
機

械
文
明
が
発
達
し
た
現
代
で
は
、
腕
力
よ

り
も
知
力
が
必
要
で
す
。
知
力
と
は
、
暗

記
力
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暗
記
や

計
算
は
機
械
が
得
意
な
分
野
で
す
。
必
要

な
の
は
、
人
生
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
人

間
力
で
す
。
ま
さ
に
、
高
齢
者
が
一
番
得

意
な
分
野
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
足
腰
を
痛
め
た
り
、
脳
梗
塞

で
身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た

り
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
多

く
い
る
事
も
事
実
で
す
。

85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
以
上
は
認
知

症
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
く
ら
い
で
、
本

人
は
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
も
苦
労
さ
れ
て
い

る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

認
知
症
に
な
っ
た
人
は
、
皆
さ
ん
が
不

幸
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　

手
が
不
自
由
な
人
、
足
が
不
自
由
な
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
皆
さ
ん
不
幸
で
し

ょ
う
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
幸
せ
な
人
も
い
れ

ば
不
幸
な
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
認
知
症
の
人
も
同
じ
で
す
。
認
知

症
＝
不
幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
で

の
話
で
す
。
お
年
寄
り
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
時
、
突
然
立
ち
上
が
り
、
大
声
で
歌

を
歌
う
の
で
職
員
や
他
の
利
用
者
が
困
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
解
決

し
ま
す
。
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
歌
っ
て

み
ん
な
で
拍
手
を
す
る
と
、
認
知
症
の
お

年
寄
り
の
「
問
題
行
動
」
は
問
題
行
動
で

は
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
他
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
お
年
寄
り
も
、
歌
っ
て
い
る
本
人

も
大
喜
び
だ
そ
う
で
す
。

認
知
症
の
人
の
行
動
も
、
周
り
の
人
の

ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
に
よ
っ
て
、
問
題
行

動
に
な
っ
た
り
、
み
ん
な
を
明
る
く
す
る

素
晴
ら
し
い
行
為
に
な
っ
た
り
す
る
の
で

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の

高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
く
る
公
的
な
相
談
機
関
で
す
。
南
房
総

市
に
は
、
２
つ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
で
、

何
か
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
管
轄
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
国
家
資
格
を

持
っ
た
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

富
浦
・
富
山
・
三
芳
地
区
担
当

ア
イ
リ
ス
の
里
　
蕁
20
│
４
０
６
０

白
浜
・
千
倉
・
丸
山
・
和
田
地
区
担
当

リ
ブ
丸
山
　
蕁
40
│
１
２
７
７

健
康
支
援
課
　
蕁
36
│
１
１
５
４

問

南房総市地域包括支援センター
アイリスの里

室長・主任介護支援専門員　伊藤　厚司
あつし

さん

認
知
症
＝
不
幸
で
は
な
い

認
知
症
の
「
問
題
行
動
」
と

い
わ
れ
る
行
為
に
つ
い
て

発
想
の
転
換
…
南
房
総
市
に
は

高
齢
者
が
い
る
！

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
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成
人
歯
科
検
診

歯
茎
の
様
子
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
測
定
、

虫
歯
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
検
診

の
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
成
人
歯
科

検
診
の
受
診
票
と
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
検
診
を
申
し
込
み
た
い
人

は
、
健
康
支
援
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
間

11
月
１
日
（
火
）
か
ら

12
月
28
日
（
水
）
ま
で

料
金

８
０
０
円

申
込
期
限

10
月
24
日
（
月
）

30
歳
を
過
ぎ
る
と
、
歯
が
抜
け
る
人
が

急
増
し
ま
す
。
40
歳
で
平
均
３
本
、
70
歳

に
な
る
と
、
平
均
18
本
の
歯
を
失
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の

８
割
以
上
が
虫
歯
と
歯
周
病
で
す
。

歯
周
病
は
老
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
磨
き
を
し
な
い
な

ど
の
悪
い
生
活
習
慣
が
引
き
起
こ
す
「
生

活
習
慣
病
」
で
す
。
歯
周
病
予
防
の
た
め

に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
半
年
か
ら
１
年

に
一
度
は
歯
科
医
で
定
期
検
診
を
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

歯
の
健
康
を
守
る
生
活
習
慣

虫
歯
や
歯
周
病
に
は
、
日
ご
ろ
の
生
活

習
慣
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

毎
日
の
歯
磨
き
と
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
生
活
習
慣
は
見
直
し
を

生
活
習
慣
の
改
善
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

不
規
則
な
生
活

不
規
則
な
生
活
を
す
る
と
間
食
も
増

え
、
歯
磨
き
も
忘
れ
が
ち
に
な
り
、
細
菌

の
繁
殖
を
促
し
ま
す
。
睡
眠
不
足
は
抵
抗

力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
食
生
活

砂
糖
、
脂
肪
の
摂
取
が
多
く
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
不
足
す
る

と
、
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

喫
煙ニ

コ
チ
ン
の
作
用
で
歯
茎
の
血
行
が
悪

く
な
り
、
細
菌
へ
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
歯

茎
の
強
度
を
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
破
壊
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が
多
い

過
労
や
ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力
を
低
下
さ

せ
、
殺
菌
力
を
持
つ
唾
液
の
分
泌
が
悪
く

な
り
ま
す
。

歯
周
病
は
歯
の
生
活
習
慣
病

健健健健
康康康康
だだだだ
よよよよ
りりりり
健
康
支
援
課

蕁
36
│
１
１
５
２

歯を失う 
原因 その他 

  １３％ 

虫歯　 
　３７％ 

歯周病 
　５０％ 

参考：pelton W.Jらの報告 

「里山の秋」横山　武さん（丸山地区）
表紙作品は、丸山地区安

あん

馬
ば

谷
や

の里山ハイキングコースで見られる
「ガマズミ」です。地元では霜降りとも呼ばれています。食べると
甘酸っぱい味がします。下草を刈るなど、手入れをしないとガマズ
ミは成長しません。
私が主宰する安馬谷里山研究会では、秋に里山ハイキングを計画

しています。

今月の表紙

第29回里山ハイキング「落ち葉拾いウォーク＆椎茸
しいたけ

のこまうち体験」
とき 11月26日（土） 集合 ローズマリー公園　参加費 200円

ローズマリー公園　丸山交流・体験センター　蕁 46－4884問

年　齢 生　年　月　日 

成人歯科検診対象年齢 

40歳 

50歳 

60歳 

70歳 

昭和46年4月1日～昭和47年3月31日 

昭和36年4月1日～昭和37年3月31日 

昭和26年4月1日～昭和27年3月31日 

昭和16年4月1日～昭和17年3月31日 

※実施医療機関については、健康支援課にお問い合わせください。 
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3Ｒ（スリーアール）とは、資源のムダづかいをなくしごみを減らす「Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）」、
使えるものをくり返し使う「Ｒｅｕｓｅ（リユース）」、資源を再生利用する「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイ
クル）」の3つの言葉の頭文字をとって表したものです｡
地球の資源には限りがあります｡限りある資源をできるだけ有効に使い、ごみの量を少なくする資源循

環型社会を目指し、環境にやさしい取り組みを心掛けましょう｡

ごみ減量化・資源化および地球温暖化対策のため、使用済みの
天ぷら油（廃食用油）をリサイクルして、ごみ収集車の軽油代替
燃料として活用しています。平成23年１月からは、家庭から出る
植物性廃食用油の回収を始めました。
廃食用油のリサイクルにご協力ください。
回収できる油の種類
使用後１か月以内の植物性油（主に、サラダ油、なたね油、ゴ

マ油）で、調理の残りカスをこし器などできれいに取り除いたもの。賞味期限切れの未使用の植物性油。
回収できない油
動物性油（ラードやパーム油）、ひどく汚れた油、エンジンオイルなどの鉱物系油、お店で使った油な

ど。
回収場所 環境保全課および支所に設置された廃食用油回収箱
廃食用油の出し方
ペットボトルなどの中身が見える透明か半透明の容器に入れ、こぼれないようにしっかりフタをして

出してください（ビン・缶・紙パックは不可）。

お願い 必ずルールを守ってください。

回収できない油を出したり、植物性油に回収できない油を混ぜて出すことは絶対にしないでくだ
さい。誤って使用できない油で製造したバイオディーゼル燃料を使用してしまうと、ごみ収集車や
製造装置の故障などを引き起こす恐れがあります。

Ｎo.52

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

 

～ 正しく分別して ごみを減らしましょう ～（後編）

10月は3Ｒ推進月間です

使用済み食用油でリサイクル

資源を有効活用し、
環境にやさしい取り組みを！

①廃食用油は、調理カスをき
れいに取り除き、油を冷ま
してから中身が見える容器
に入れてください。

②ペットボトルなどの容器のフタ
は、しっかりと締めてください。
容器には、マジックペンで油の
種類を書いてください。

③容器の回りを良く拭き、環
境保全課や支所に設置した
回収箱に容器のまま出して
ください。

廃食用油の回収

必ず、キャップを閉めて



152011年10月号

地球温暖化の防止と再生可能エネルギーの導入促進を図るため、住宅用の太陽光発電の設備を

設置する人に対し、補助金を交付します｡

●申請期限 平成24年1月16日（月）

●対象となる設備

・住宅の屋根などへの設置に適しているもの｡

・一定の品質および性能が確保されており、（財）電気安全環境研究所（JET）の認証を受け、

（財）太陽光発電協会太陽光発電普及拡大センター（J－PEC）に登録しているもの｡

・対象設備による発電量のうち、余剰電力を電力会社へ送電できるように連系させているもの｡

・太陽電池の最大出力（太陽電池モジュールの公称最大出力）の合計値が10キロワット未満の

もの｡

・未使用品のもの｡

●補助金額

太陽電池最大出力１キロワット当たり20,000円

※上限は70,000円です。1,000円未満の端数は切り捨てとなります。

【計算例】 １枚あたり183ワット（0.183キロワット）の太陽電池モジュール（パネル）を

22枚設置する場合

最大出力の計算 0.183キロワット×22枚＝4.026≒4.03キロワット（小数点以下第3位を

四捨五入）最大出力は、4.03キロワットとなります。

補助金の計算 20,000円×4.03キロワット＝80,600円

補助金額は、上限の70,000円となります。

●補助対象者

・市内に住所を有する者または、実績報告書の提出までに市内に住所を有する者｡

・自ら居住または居住を予定している一戸建て住宅（店舗などとの併用住宅を含む）に使用す

るために設置する者｡

・実績報告書の提出までに電力会社と電力受給契約を契約する者｡

・市税などに滞納がない者｡

●補助金交付手続きの流れ　

①交付申請書に必要書類を添えて環境保全課へ提出してください｡

②書類審査後、交付決定通知書を郵送します｡

③工事完了後、30日以内または、平成24年2月29日（水）のいずれか早い日までに、実績報告

書と必要書類を環境保全課へ提出してください｡

④書類審査後、確定通知書を郵送します｡

⑤確定通知書を受領後、交付請求書を環境保全課へ提出してください｡

設置工事は、工事着工前に交付申請を行い、交付決定通

知を受けてから実施してください｡

申請書は、環境保全課にあります｡市のホームページから

も入手できます｡

※詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、環境保
全課へお問い合わせください｡

太陽光発電設備の設置費用の一部を補助します



に
申
請
す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら

の
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
が
、

次
に
該
当
す
る
人
は
遡
っ
て
受

給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
10
月
以
降
に
ほ
か
の
市
町
村
へ
転

出
し
た
人

転
出
し
た
日
（
転
出
予
定
日
）

の
次
の
日
か
ら
15
日
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

た
人お

子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
次
の

日
か
ら
15
日
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
３

平
成
22
年
８
月
か
ら
平
成
23
年

７
月
ま
で
の
間
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
人
へ
、
介
護
保
険
給

付
費
通
知
を
10
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
名
、

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
回
数
、
保
険

給
付
額
、
利
用
者
負
担
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、
通
知
書

が
届
い
た
こ
と
に
よ
る
必
要
な
手

続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

健
康
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
４

市
内
に
居
住
し
、
在
宅
で
日
常

生
活
の
ほ
と
ん
ど
に
介
護
を
必
要

と
す
る
人
に
、
無
料
で
紙
お
む
つ

を
給
付
し
ま
す
。

問

給
付
月

12
月
　
給
付
日
は
、
後

日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み

社
会
福
祉
協
議
会
各

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

10
月
28
日
（
金
）

社
会
福
祉
協
議
会
　

蕁
44
│
３
５
７
７

台
風
12
号
の
影
響
に
よ
り
、
奈

良
・
三
重
・
和
歌
山
県
で
は
、
土

砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
が
起

こ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期
限

奈
良
・
三
重
県
は

10
月
31
日
（
月
）

和
歌
山
県
は
12
月
８
日
（
木
）

郵
便
振
替

受
領
書
を
希
望
す
る

人
は
、
通
信
欄
に
「
受
領
書
希

望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
分
　

口
座
番
号

０
０
９
９
０
│
６
│
１
１
０
６

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社

奈
良
県
支
部
義
援
金

通
信
欄

奈
良
県
台
風
12
号

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問

16 2011年10月号　

10
月
分
か
ら
平
成
24
年
３
月
分
ま

で
の
支
給
額
（
月
額
）

・
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
ま
で

子
ど
も
１
人
に
つ
き
　

１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
か
ら
小
学
校
終
了
前
ま
で

子
ど
も
１
人
に
つ
き
　
１
万
円

第
３
子
以
降
１
万
５
０
０
０
円

・
中
学
生

子
ど
も
１
人
に
つ
き
　
１
万
円

支
給
月

・
平
成
24
年
２
月
（
平
成
23
年
10

月
分
か
ら
平
成
24
年
１
月
分
）

・
平
成
24
年
６
月
（
平
成
24
年
２

月
分
か
ら
３
月
分
）

申
請
が
必
要
で
す

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を

受
給
す
る
に
は
、
対
象
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
全
て
の
人
が
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
方
法
は
、
対
象
者
へ
10
月

中
に
通
知
し
ま
す
。

申
請
期
限

平
成
24
年
３
月
ま
で

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
9月27日（火）に実施されました
●子育てパワーアップ講座参加者募集
●南房総ご当地カレー料理コンテスト最終審査会開催
●ＥＣＯアタック26.7の実施結果
●南房総あったかハートプロジェクト実施報告
●千葉県観光産業の風評被害地域認定要望書を提出

9月定例記者会見

10
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当

の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

〜
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
〜

台
風
12
号
に
よ
る
奈

良
・
三
重
・
和
歌
山
県

義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

介
護
保
険
の
給
付
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

介
護
用
紙
お
む
つ
を
給

付
し
ま
す

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

高齢者介護用品支給事業 紙おむつ給付事業 

対象者 

提出 
書類 

品目 

①要介護認定3・4・5の人 
②身体障害者手帳1級・2級の人 
③精神障害者保健福祉手帳および療育手帳を持っている人 

①65歳以上で要介護4・5の人 
※前年度市民税非課税世帯の
　高齢者または介護者 

①紙おむつ　②尿とりパット　 
③紙パンツ 
※１回当たり25,000円以内 

・高齢者介護用品支給申請書 
・介護保険証の写し 
・購入希望先業者の見積書 

①紙おむつ（サイズにより約50枚から60枚） 
②尿とりパット（約80枚） 
③フラットタイプ（約120枚）※どれか１品目 

・紙おむつ給付申請書 
・介護保険証または障害者手帳の写し 



市
内
の
社
会
体
育
施
設
お
よ
び

学
校
施
設
の
屋
外
夜
間
照
明(

ナ
イ

タ
ー
施
設)

は
、
節
電
に
よ
る
電
力

の
使
用
制
限
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
１
日
か
ら
利
用
を
再

開
し
ま
し
た
。

千
倉
総
合
運
動
公
園

蕁
44
│
３
３
８
１

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）
お
よ
び
、
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃

金
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
、
10

月
１
日
か
ら
時
間
額
７
４
８
円

（
従
来
は
７
４
４
円
）
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

千
葉
県
労
働
局

蕁
０
４
３
│
２
２
１
│
２
３
２
８

24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

蕁
０
４
３
│
２
２
１
│
４
７
０
０

市
の
建
設
工
事
、
業
務
委
託
、

物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、「
南
房
総
市
競
争
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ

問 問

2011年10月号　　 17

三
重
県
分

口
座
番
号

０
０
８
０
０
│
２
│
１
８
４
０

加
入
者
名

日
赤
三
重
県
支
部

台
風
12
号
三
重
県
災
害
義
援

金
通
信
欄

台
風
12
号
三
重
県
と

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
分

口
座
番
号

０
０
９
６
０
│
５
│
１
１
２
９

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社

和
歌
山
県
支
部
台
風
12
号
義

援
金

通
信
欄

和
歌
山
県
台
風
12
号

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

蕁
０
４
３
│
２
４
１
│
７
５
３
１

方
法

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

市
役
所
本
庁
・
分
庁
舎
お
よ
び

支
所
窓
口

口
座
番
号

０
０
１
４
０
│
８
│
５
０
７

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社
　

東
日
本
大
震
災
義
援
金

期
限

平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

蕁
０
４
３
│
２
４
１
│
７
５
３
１

問 問

節電にご協力をお願いします

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

人
お
よ
び
、
す
で
に
入
札
参
加
資

格
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
引
き
続

き
入
札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

平
成
24
・
25
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

今
回
か
ら
「
工
事
・
測
量
コ
ン

サ
ル
」
に
加
え
、「
物
品
・
委
託
」

名
簿
に
つ
い
て
も
、「
ち
ば
電
子
調

達
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
た
電
子

申
請
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
限

12
月
16
日
（
金
）

申
請
方
法

「
ち
ば
電
子
調
達
シ

ス
テ
ム
」
か
ら
電
子
申
請
を
行

い
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
千
葉
県
電
子
自
治
体
共

同
運
営
協
議
会
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先

〒
２
６
０
│
０
０
１
３

千
葉
市
中
央
区
中
央
４
│
13
│
28

新
都
市
ビ
ル
８
階

千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営

協
議
会

名
簿
有
効
期
間

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
　

財
政
課
　
蕁
33
│
１
０
２
２

問

地
域
観
光
の
発
展
の
た
め
、
観

光
の
振
興
に
つ
な
が
る
組
織
機
能

の
強
化
や
新
分
野
進
出
・
新
事
業

展
開
な
ど
、
団
体
や
組
織
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
専
門
家
を
派

遣
し
ま
す
。

対
象

観
光
活
動
の
拠
点
が
市
内

に
あ
る
団
体

派
遣
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

市
が
選
定
し

ま
す
。
派
遣
人
員
は
１
人
で
、

派
遣
回
数
は
原
則
５
回
以
内
で

す
。

費
用

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に

か
か
る
費
用
（
報
償
費
・
旅
費
）

は
、
市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

申
し
込
み

申
請
書
を
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
、
派
遣

希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
年
度
内
に
完
了
す
る

事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

蕁
20
―
４
０
０
３

問

観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
ま
す
〜
地
域
の
観
光
振
興

を
サ
ポ
ー
ト
〜

最
低
賃
金
７
４
８
円
に
改
正

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

東
日
本
大
震
災
義
援
金

〜
受
付
期
間
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
〜

体
育
施
設
の
夜
間
照
明

を
再
開
し
ま
し
た

住宅の無料耐震相談（要予約）

11月１日(火) 10:00～16:00 とみうら元気倶楽部
管理課　蕁33ー1102問



広　告く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

10
月
21
日
（
金
）

申
し
込
み

〒
２
９
５
│
０
０
１
４

南
房
総
市
千
倉
町
川
戸
５
４
４
番
地
８

千
倉
総
合
運
動
公
園

蕁
44
│
３
３
８
１

FAX
44
│
３
３
８
２

千
倉
総
合
運
動
公
園
　

蕁
44
│
３
３
８
１

と
き

11
月
６
日
（
日
）・
13
日
（
日
）

・
20
日
（
日
）
・
26
日
（
土
）
・

12
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

問

と
こ
ろ

富
山
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

・
市
内
在
住
の
小
学
生

・
市
内
在
住
の
社
会
人
で
卓
球
の
未

経
験
者

定
員

20
人

参
加
条
件

・
小
学
生
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。

・
ラ
ケ
ッ
ト
は
、
貸
し
出
し
用
が
あ

り
ま
す
が
、
原
則
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

１
０
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho

千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください

18 2011年10月号

と
こ
ろ

南
総
文
化
ホ
ー
ル

内
容

展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
心

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ア
ル
コ
ー

ル
体
質
判
定
テ
ス
ト
、
質
問
・

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

講
演
（
午
後
１
時
か
ら
）

『
こ
こ
ろ
が
ほ
っ
と
す
る
処
方

せ
ん
　
〜
今
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
〜
』

講
師

香
山
か
や
ま

リ
カ
さ
ん
（
精
神
科
医

・
立
教
大
学
現
代
心
理
学
部
教
授
）

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

蕁
22
│
４
５
１
１

と
き

10
月
29
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

鋸
南
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

※
市
内
の
参
加
者
に
は
、
バ
ス
の

運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象

安
房
地
域
在
住
の
小
学
生
以
上

持
ち
物

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、昼
食
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
郵
送
で
、住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

問

と
き

10
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

※
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

と
こ
ろ

野
島
埼
灯
台

主
な
内
容

・
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

・
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
展
示

・
海
上
保
安
官
制
服
試
着

・
灯
台
機
器
お
よ
び
写
真
パ
ネ
ル
展
示

※
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

蕁
33
│
１
０
９
１

心
の
健
康
づ
く
り
と
精
神
障
害
に

対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
、
啓
発

の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

11
月
６
日
（
日
）

午
前
11
時
30
分
か
ら
　
　
　

問

野
島
埼
灯
台
で
灯
台
記
念
日

イ
ベ
ン
ト

心
の
健
康
の
つ
ど
い

卓
球
教
室

安
房
ス
ポ
・
レ
ク
祭

〜
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
〜

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

南房総ファミリアクリニック 

蕁 0470－20－6171
南房総市本織43－1

診療時間 
  9：00～12：00 
14：30～18：00

内　　　科 
月 
○ 
○ 

火 
○ 
○ 

水 
○ 
○ 

木 
○ 
○ 

金 
○ 
○ 

土 
○ 
○ 

診療時間 
  9：00～12：00 
13：00～15：30

整 形 外 科 
月 
／ 
／ 

火 
／ 
／ 

水 
／ 
／ 

木 
○ 
○ 

金 
／ 
／ 

土 
／ 
／ 

診療時間 
  8：40～12：00

小児科・皮膚科 
月 
／ 

火 
○ 

水 
○ 

木 
／ 

金 
○ 

土 
○ 

診療のご案内 

月～土曜日　午前・午後 
（午後6時まで診察） 

内 科 

講師の香山リカさん

携　帯
サイト



総人口（－66） 
42,735人 

男（－29） 
20,525人 
女（－37） 
22,210人 
世帯数（－9） 
17,171世帯 

出生 14人 

死亡 64人 

転入 65人 

転出 81人 

人口の動き （平成23年10月1日現在） 
（　）内は前月比 

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
人
は
、

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
千

倉
総
合
運
動
公
園
に
あ
り
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

10
月
28
日
（
金
）

申
し
込
み

〒
２
９
５
│
０
０
１
４

南
房
総
市
千
倉
町
川
戸
５
４
４

番
地
８
　
千
倉
総
合
運
動
公
園

FAX
44
―
３
３
８
２

卓
球
協
会
会
長
　
鈴
木
隆
之

蕁
44
―
２
０
５
８
（
夜
間
の
み
）

問

と
き

11
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

応
募
書
類
の
書
き
方
・
面

接
対
策
・
公
共
の
職
業
訓
練
・

求
人
情
報
の
収
集
と
使
い
方

対
象

40
歳
以
上
で
就
職
活
動
中

の
人

定
員

30
人

同
時
開
催

生
活
就
労
に
関
す
る

出
張
相
談
（
要
予
約
）

商
工
観
光
課
　

蕁
33
―
１
０
９
２

問

192011年10月号

白
浜
町
の
東
・
西
横
渚
の
境
の
道
を
山
の
方
へ
向
か
っ
て
行
く
と
、

真
門
ま
ー
ど

と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
両
側
の
山
が
切
り
割
り
に
な
り
、

門
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
切
り
割
り
を
抜
け
る
と
、
盆
地
の
よ
う
な
平
地
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
は
今
か
ら
百
四
十
年
以
上
も
前
に
、
安
房
か
ら
上
総
の
天
羽
方

面
ま
で
の
広
い
領
地
を
治
め
た
長
尾
藩
主
の
本
多
正
訥

ほ
ん
だ
ま
さ
も
り

様
が
、
わ
ず
か
一

年
半
ほ
ど
で
す
が
、
住
ん
で
い
た
屋
敷
の
跡
で
す
。

本
多
様
は
、
も
と
も
と
駿
河
国
の
田
中
藩
主
で
し
た
が
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
七
月
、
国
替
え
に
よ
っ
て
安
房
国
に
移
り
、
白
浜
の
長
尾
の

大
原
台

お
お
は
ら
だ
い
に
陣
屋
（
軍
勢
が
宿
営
す
る
所
）
を
構
え
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
、
猛
烈
な
台
風
に
見
舞
わ
れ
て
建
物
の
ほ

と
ん
ど
が
倒
壊
し
た
た
め
、
本
多
様
は
長
尾
の
陣
屋
を
諦
め
、
今
の
館
山

市
八
幡
へ
陣
屋
を
移
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
本
多
様

が
い
な
く
な
っ
た
屋
敷
跡
に
、
今
ま
で

誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
、
高
い
背
丈
の

草
が
生
え
、
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
な
形
の

白
い
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
た
の
で
す
。

そ
れ
を
見
た
地
元
の
川
下
か
わ
し
も
集
落
の
人
た

ち
は
、
そ
の
草
を
ホ
ン
ダ
草
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

第66話
生稲謹爾

「ホンダ草の謂
いわ

れ」

中
高
年
無
料
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

ホンダ草と呼ばれている草（ヒメジョオン）

採取場所 南房総広域水道企業団大多喜浄水場　　　
市内3か所の浄水場　　　　　　　　　　

放射性ヨウ素 不検出　放射性セシウム 不検出

採取場所 岩井海岸（富山地区）、
瀬戸浜海岸（千倉地区）

放射性ヨウ素 不検出　放射性セシウム 不検出

※土壌の安全基準は定められていませんが、厚生労働省
「放射能汚染された食品の取り扱い」は、飲料水・牛乳
は200Bq／㎏、野菜・穀類・肉・卵などは、500Bq／
㎏を暫定規制値としています。今回検出された数値は、
この暫定規制値を下回っており、通常の教育をして差
し支えないものと判断しています。

放射能量測定結果

採取場所 放射性ヨウ素 
放射性セシウム 

富浦中学校 

富山中学校 

三芳中学校 

白浜中学校 

千倉中学校 

丸山中学校 

和田中学校 

 

 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

30 

22 

36 

12

不検出 

不検出 

不検出 

25 

30 

39 

14

不検出 

不検出 

不検出 

55 

52 

75 

26

134 137 合計 

 （Bq/kg） 

● 水道水（9月28日採取）

● 海水（9月22日採取）

● 土壌（9月27日採取）



20 2011年10月号

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
10
月
号

平
成
23
年
10
月
13
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

里
山
保
全
『
自
然
塾
』
は
、「
地
域
の
里
山
は
、
先

人
達
が
営
々
と
営
ん
で
き
た
生
活
の
場
で
あ
る
」
と
の

認
識
に
立
ち
、
そ
の
保
全
や
整
備
、
活
用
に
関
す
る
活

動
を
行
う
た
め
、
平
成
15
年
12
月
に
発
足
し
た
団
体
で

す
。普

段
は
、
南
房
総
市
大
井
に
あ
る
『
自
然
塾
』
管
理

の
里
山
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
に
里
山
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
、
市
の
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
活
用
し
、
小
学
校
や
老
人

施
設
な
ど
の
公
共
的
な
施
設
に
「
里
山
の
樹
木
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
」
と
題
し
、
木
の
種
類
や
樹
齢
な

ど
を
記
し
た
木
製
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
看
板
の
設
置
の
ほ
か
に
、
誰
で
も
訪
れ
る
こ

と
の
で
き
る
里
山
を
目
指
し
、
里
山
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

里
山
保
全
『
自
然
塾
』
榛
澤

蕁
46
―
８
２
２
５

h
n
zw
s
ize
n
-0
1
0
2
@
c
o
c
o
a
.p
la
la
.o
r.jp

問

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
簔

誰でも訪れることのできる
バリアフリーな里山を目指しています

〜
里
山
保
全
『
自
然
塾
』
〜

代
表

榛は
ん

澤ざ
わ

清

h
ttp
://w

w
w
9
.p
la
la
.o
r.jp
/s
iz
e
n
ju
k
u
/

丸小学校など公共的な施設
に手作り看板を設置しました

保険診療 
イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 
外傷の治療 

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

○各種保険取扱い 

自費診療 
医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
光治療（フォトスキンセラピー）…顔全体10,000円（初回2,000円） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科形成外科・美容外科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　薔 0120-897-990
http://www.wakagaeru.jp

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課
　
蕁

33
│
１
０
０
５


